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2026年 10月 21日 

各  位 

株式会社三井住友銀行 

 

札幌市との「スタートアップ支援・金融機能強化に関する連携協定」の締結について 

 

株式会社三井住友銀行（頭取 CEO：福留 朗裕、以下「三井住友銀行」）は、札幌市（市長：秋元 

克広）と、札幌・北海道におけるスタートアップ・エコシステムの構築、金融・投資関連機能の   

強化および、金融教育の推進を目的とした「スタートアップ支援・金融機能強化に関する連携協定」

（以下「本協定」）を締結いたしましたので、お知らせいたします。 

 

三井住友銀行は、SMBC グループの複合金融グループとしての強みを生かした豊富なソリュー  

ションの提供や、地域社会との共創を通じた「社会的価値の創造」に資する取組を推進して    

おります。特に GX（グリーントランスフォーメーション）推進、地方創生、およびスタートアップ

支援を経営の重要テーマと位置付け、地域経済の持続的な成長と社会課題の解決を目指しています。 

 

一方、札幌市は、約196万人の人口規模と高い地域ブランド力を有する北海道の中核都市であり、

再生可能エネルギーや宇宙、AI、アグリテックなど、北海道の強みを活かしたスタートアップ・  

エコシステムの構築に積極的に取り組んでいます。  

 

また、国家戦略特区、GX／AI 金融・資産運用特区の認定やコンソーシアム「Team Sapporo- 

Hokkaido（TSH）」の設立など、GX 金融や国内外からの投資呼び込みに向けた先進的な枠組みを   

強力に推進しています。 

本協定の締結を通じ、双方の強みやノウハウ、広範なネットワークを掛け合わせることで、世界

に通用するスタートアップの成長支援や誘致、資産運用会社・機関投資家の集積促進、ならびに  

次世代向け金融教育の充実を図り、札幌・北海道地域の持続的発展と経済エコシステムの活性化に

貢献してまいります。 

 

【連携・協力事項】 

（１）札幌・北海道におけるスタートアップの成長支援に関すること 

（２）札幌・北海道への進出や実証実験等に関心のあるスタートアップの誘致に関すること 

（３）札幌・北海道への機関投資家、資産運用会社等の誘致に関すること 

（４）札幌市内における金融教育に関すること 

（５）その他、本協定の目的達成のために必要と認める事項 

 

以  上 


